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皆
様
に
は
ご
健
勝
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
存
じ
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
戦
後
八
十
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

多
く
の
戦
友
が
鬼
籍
に
入
り
ま
し
た
。

終
戦
後
の
混
沌
と
し
た
満
洲
、
朝
鮮
、
樺

太
、
千
島
で
、
武
装
を
解
い
た
軍
人
・
軍
属
や

一
般
市
民
を
「
ダ
モ
イ
、
東
京
」
の
言
葉
で
騙

し
、
理
不
尽
に
も
六
十
万
余
を
旧
ソ
連
・
モ
ン

ゴ
ル
各
地
へ
強
制
連
行
、
し
か
も
「
捕
虜
」
な

る
名
称
で
非
人
間

的
な
労
働
を
強
要

し
、
線
路
の
枕
木

一
本
が
お
一
人
の

墓
標
と
言
わ
れ
る

鉄
道
建
設
、
千
古

斧
鉞
の
タ
イ
ガ
で

の
伐
採
作
業
、
休

養
も
な
く
働
か
さ

れ
る
炭
坑
や
鉱
山

で
の
奴
隷
労
働
の

中
で
、
多
く
の
日

本
人
が
命
を
落
と

し
ま
し
た
。

い
ま
だ
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い

日
本
人
強
制
抑
留

者
数
、
そ
の
苛
酷
な
環
境
の
中
で
の
死
没
者

数
、
ま
た
、
旧
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
の
何
処
に
埋

葬
さ
れ
た
の
か
等
多
く
の
事
が
判
明
し
て
い
ま

せ
ん
。

ソ
連
の
負
の
遺
産
も
引
き
継
い
だ
ロ
シ
ア
側

の
対
応
も
所
謂
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
」
に
つ
い
て

は
肝
心
な
事
は
語
っ
て
お
ら
ず
、
多
数
の
公
文

書
が
未
開
示
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
平
成
三
年
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領

訪
日
時
の
協
定
に
基
づ
く
、
抑
留
中
死
亡
者
名

簿
や
抑
留
者
登
録
カ
ー
ド
の
資
料
提
供
・
開
示

を
強
く
要
望
し
ま
す
。

令
和
六
年
度
の
事
業
は
支
部
の
皆
様
の
ご
奮

闘
に
よ
り
概
ね
終
了
致
し
ま
し
た
。
シ
ベ
リ
ア

抑
留
運
動
の
発
祥
の
地
佐
賀
県
で
は
「
シ
ベ
リ

ア
抑
留
関
係
者
佐
賀
県
慰
霊
祭
」
を
ご
遺
族
並

び
に
抑
留
関
係
者
各
位
の
ご
支
援
と
ご
協
力
で

慰
霊
祭
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
抑
留
中
死
没
者
の
『
慰
霊
祭
』
は
、

子
々
孫
々
の
代
に
至
っ
て
も
実
施
継
続
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
旧
ソ
連
抑
留
中
死
没
者
の
ご
遺
骨
を

祖
国
日
本
に
お
連
れ
す
る
ま
で
遺
骨
収
集
作
業

に
尽
力
を
盡
し
ま
す
。

（1）

一
般
財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会

　
　

会  

長　

山
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秀
三

新
し
い
年（
令
和
七
年
巳
年
）が

    

よ
り
佳
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

　
　
　   

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

　
　
　
　
　
　  

お
祈
り
申
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上
げ
ま
す
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令
和
六
年
度
は
、
長
く
各
県
支
部
活
動
に
影

響
を
与
え
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
他
の
疾
病
と
同
様
の
対
応
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
各
県
支
部
の
事
業
活
動
も
感
染
前
と
同
じ

よ
う
に
、
活
発
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
事
業

の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
Ⅰ
　
慰
霊
事
業

１　

令
和
六
年
度
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者
中
央

慰
霊
祭
を
十
月
十
六
日
（
水
）、
東
京
都
千

代
田
区
「
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
」
に
て

開
催
し
ま
し
た
（
参
列
者
は
九
十
二
名
）。

式
典
で
は
、
馬
場
総
務
副
大
臣
に
ご
臨
席
賜
り
、

追
悼
の
詞
と
献
花
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

２　

慰
霊
訪
問
（
墓
参
）
に
つ
い
て
は
、
モ

ン
ゴ
ル
（
参
加
者
九
名
）
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
（
参
加
者
六
名
）
の
二
か
国
で
実
施

し
ま
し
た
。
従
前
の
参
加
者
は
圧
倒
的
に

抑
留
体
験
者
で
あ
り
ま
し
た
が
、
抑
留
体

験
者
の
高
齢
化
に
伴
い
抑
留
者
自
身
は
参

加
で
き
ず
、
ご
遺
族
や
抑
留
者
体
験
者
の

ご
家
族
並
び
に
関
係
者
の
参
加
が
多
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
地
域
へ
の

慰
霊
訪
問
は
中
止
し
ま
し
た
。

　
Ⅱ
　
慰
籍
事
業

　

シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
展
示
会
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
収
容
所
、ロ
シ
ア
製
両
刃
鋸
、タ
ー
チ
カ
（
一

輪
車
）
や
ロ
シ
ア
側
の
開
示
さ
れ
た
資
料
に
基
づ

く
写
真
・
絵
を
パ
ネ
ル
化
し
て
展
示
し
ま
し
た
。

　
Ⅲ�

　
戦
後
強
制
抑
留
者
に
関
す
る
調
査
、
相
談
、

広
報
及
び
そ
の
他
事
業

１　

戦
後
強
制
抑
留
者
に
関
す
る
調
査
に
つ
い

て
は
、
ロ
シ
ア
国
立
軍
事
公
文
書
館
、
ロ

シ
ア
国
立
公
文
書
館
並
び
に
ロ
シ
ア
国
防

省
中
央
公
文
書
館
の
一
部
資
料
に
つ
い
て
、

順
次
開
示
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
キ
ル

ギ
ス
共
和
国
に
関
す
る
開
示
資
料
に
つ
い

て
は
、
翻
訳
の
確
認
並
び
に
意
訳
と
そ
の

裏
付
け
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２　

労
苦
の
実
態
に
関
す
る
調
査
を
行
う
た
め

に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、

モ
ン
ゴ
ル
、
キ
ル
ギ
ス
の
各
在
日
本
大
使
館

と
接
触
し
情
報
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３　

遺
骨
帰
還
事
業
へ
の
協
力
に
つ
い
て

は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
遺
骨
収
集
作
業
の

第
一
次
、
第
二
次
に
各
々
一
名
を
派
遣
し

ま
し
た
。
な
お
、
令
和
六
年
度
は
一
次
が

二
十
九
柱
、
第
二
次
が
二
十
一
柱
を
収
骨

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
Ⅳ
　
各
支
部
の
活
動
状
況

　

各
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
支
部
役
員
や
事

業
開
催
実
行
委
員
会
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
戦

後
強
制
抑
留
者
地
方
慰
霊
祭
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係

展
示
会
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
の
労
苦
を
語
り
継

ぐ
集
い
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
は
、
全
国
初
と
な
る
ソ
連
不
法
抑
留
補

償
要
求
が
始
ま
っ
た
地
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
佐

賀
県
に
お
い
て
、
過
去
一
度
も
慰
霊
祭
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
九
月
、
佐
賀
県

支
部
準
備
委
員
会
が
設
立
さ
れ
慰
霊
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
（
参
加
者
六
十
五
名
）。
な
お
、
慰
霊

祭
終
了
後
、
元
特
攻
隊
員
で
西
シ
ベ
リ
ア
・
ヤ
ヤ

に
お
い
て
二
年
間
の
抑
留
生
活
を
送
ら
れ
た
鳥
谷

邦
武
氏
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

①
戦
後
強
制
抑
留
者
地
方
慰
霊
祭

　
　

十
五
支
部

　
　
（
そ
の
他
、
佐
賀
県
、
京
都
府
で
も
実
施
）

　

②
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
展
示
会

　
　

四
会
場

　

③
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い

　
　
四
会
場

慰霊訪問

中央慰霊祭

令
和
六
年
度
事
業
報
告

ウズベキスタン「チュアマ村」埋葬地 モンゴル「ユルー」埋葬地
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一
．
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
地
方
展
示
会

埼
玉
県
支
部　
　

七
月
十
三
日
～
十
四
日　
　
　

埼
玉
県
越
谷
市
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

中
央　
　
　
　
　

七
月
二
十
六
日
～
三
十
一
日　

滋
賀
県
守
山
市
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル

石
川
県
支
部　
　

八
月
九
日
～
十
一
日　
　
　
　

石
川
県
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル

新
潟
県
支
部　
　

八
月
二
十
三
日
～
二
十
五
日　

新
潟
県
新
潟
市
市
民
プ
ラ
ザ

二
．
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い

北
海
道
支
部　
　

六
月
八
日　
　
　
　

北
海
道
札
幌
市
か
で
る
２
７

福
岡
県
支
部　
　

六
月
二
十
六
日　
　

福
岡
県
福
岡
市
草
ヶ
江
公
民
館

埼
玉
県
支
部　
　

七
月
十
三
日　
　
　

埼
玉
県
越
谷
市
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

石
川
県
支
部　
　

八
月
十
日　
　
　
　

石
川
県
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル

三
重
県
支
部　
　

八
月
十
一
日　
　
　

三
重
県
桑
名
市
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

新
潟
県
支
部　
　

八
月
二
十
四
日　
　

新
潟
県
新
潟
市
市
民
プ
ラ
ザ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

愛
媛
県
支
部　
　

九
月
二
十
九
日　
　

愛
媛
県
松
山
市
県
民
文
化
会
館

三
．
戦
後
強
制
抑
留
者
慰
霊
祭
（
中
央
・
地
方
）

中
央
慰
霊
祭　
　

十
月
十
六
日　
　

東
京
都
千
代
田
区
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

長
野
県
支
部　
　

四
月
十
一
日　
　

長
野
県
伊
那
市
春
日
公
園
慰
霊
碑
前

三
重
県
支
部　
　

四
月
二
十
一
日　

三
重
県
津
市
久
居
陸
軍
墓
地
慰
霊
碑
前

愛
媛
県
支
部　
　

五
月
十
一
日　
　

愛
媛
県
松
山
市
万
葉
植
物
苑
慰
霊
碑
前

愛
知
県
支
部　
　

五
月
十
九
日　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
桜
華
会
館

岐
阜
県
支
部　
　

六
月
一
日　
　
　

岐
阜
県
土
岐
市
仲
森
公
園
慰
霊
碑
前

熊
本
県
支
部　
　

八
月
九
日　
　
　

熊
本
県
合
志
市
熊
本
県
農
業
公
園
慰
霊
碑
前

新
潟
県
支
部　
　

八
月
九
日　
　
　

新
潟
県
新
潟
市
護
国
神
社
慰
霊
碑
前

埼
玉
県
支
部　
　

八
月
十
六
日　
　

東
京
都
千
代
田
区
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
慰
霊
碑
前

北
海
道
支
部　
　

八
月
十
七
日　
　

北
海
道
札
幌
市
真
駒
内
滝
野
霊
園
慰
霊
碑
前

岩
手
県
支
部　
　

九
月
七
日　
　
　

岩
手
県
盛
岡
市
上
田
公
民
館

富
山
県
支
部　
　

九
月
十
一
日　
　

富
山
県
高
岡
市
信
光
寺
慰
霊
碑
前

佐
賀
県
支
部
準
備
委
員
会　

九
月
十
四
日　

佐
賀
県
佐
賀
市
佐
賀
県
遺
族
会
平
和
会
館

石
川
県
支
部　
　

九
月
二
十
八
日　

石
川
県
金
沢
市
石
川
護
国
神
社
慰
霊
碑
前

福
岡
県
支
部　
　

十
月
二
十
日　
　

福
岡
県
福
岡
市
福
岡
県
護
国
神
社
内
「
参
集
殿
」

静
岡
県
支
部　
　

十
一
月
八
日　
　

静
岡
県
富
士
市
中
島
公
園
慰
霊
碑
前

京
都
府　
　
　
　

十
一
月
九
日　
　

京
都
府
宝
ヶ
池
慰
霊
碑
前

鳥
取
県
支
部　
　

十
二
月
八
日　
　

鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
慰
霊
碑
前

令
和
五
年
度 

活
動
状
況
報
告

石
川
県
支
部
「
展
示
会
」

福
岡
県
支
部
「
慰
霊
祭
」

北
海
道
支
部
「
慰
霊
祭
」

愛
媛
県
支
部
「
語
る
会
」

各
支
部
の
活
動
状
況

各
支
部
の
活
動
状
況
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私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留

荻
原　

稔

　

父
荻
原

幸
次
は
大

正
十
三
年

に
東
京
都

で
生
ま
れ
、

思
う
と
こ

ろ
あ
っ
て
、
昭
和
十
七
年
に
は
満
蒙
開
拓
青
少

年
義
勇
軍
に
参
加
し
て
満
州
に
渡
り
ま
し
た
。

　

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
拓
に
ぶ
つ
け
た
楽
し

い
三
年
間
だ
っ
た
ら
し
い
で
す
が
、
昭
和
二
十

年
三
月
に
現
地
召
集
さ
れ
て
関
東
軍
の
兵
士
と

な
り
、
八
月
九
日
の
戦
闘
開
始
、
八
月
一
五
日

の
終
戦
を
経
て
、
退
避
し
た
朝
鮮
で
青
年
隊
に

捕
ら
え
ら
れ
ま
し
た
。
古
茂
山
で
ソ
連
に
引
渡

さ
れ
た
あ
と
沿
海
州
に
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
ウ

ス
リ
ー
ス
ク
や
イ
マ
ン
な
ど
を
、
季
節
に
よ
っ

て
移
さ
れ
た
そ
う
で
、
冬
に
は
木
を
伐
り
、
夏

に
は
船
荷
の
上
げ
下
ろ
し
と
い
っ
た
労
働
を
し

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
将
校
の
犬
の
世
話
係
に

な
っ
た
時
に
は
、
犬
を
木
に
縛
り
付
け
て
叩
い

て
、
言
う
こ
と
を
き
く
よ
う
に
し
て
か
ら
は
、

肉
が
入
っ
て
い
る
犬
の
エ
サ
を
食
べ
て
か
ら
、

自
分
の
食
事
を
犬
に
や
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

将
校
か
ら
は
「
お
前
が
来
て
か
ら
、
犬
が
お
と

な
し
く
な
っ
た
」
と
褒
め
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

四
年
間
の
抑
留
の
あ
と
、
昭
和
二
十
四
年
に

舞
鶴
に
復
員
し
、
戦
後
は
葛
飾
区
役
所
に
勤
め

ま
し
た
。
二
人
の
子
の
親
と
な
り
、
剣
道
や
書

道
を
趣
味
と
し
て
暮
ら
し
て
、
平
成
十
九
年
に

八
十
四
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

次
男
の
私
が
、
そ
う
し
た
抑
留
の
話
を
聞
く

よ
に
な
っ
た
の
は
戦
後
三
十
年
を
経
た
昭
和

五
十
年
代
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
頃
に
な
っ
て
、

よ
う
や
く
父
の
心
の
中
で
の
戦
争
が
終
わ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
父
の
没
後
十
年
を
経
て

教
員
を
退
職
し
た
私
は
、
全
抑
協
の
慰
霊
巡
拝

に
参
加
し
た
縁
か
ら
、
旧
ソ
連
抑
留
中
死
亡
者

遺
骨
収
集
派
遣
の
団
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
、
令
和
元
年
と
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

地
方
ゴ
ー
リ
ン
村
に
行
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
と
ロ
シ
ア
の
軍
事
行
動
に
よ
り
中
断
し
ま
し

た
。
令
和
５
年
十
月
に
よ
う
や
く
再
開
し
た
の

で
、
抑
留
中
死
亡
者
の
遺
児
で
あ
っ
た
八
十
四

歳
の
日
本
遺
族
会
の
先
輩
と
、
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
の

二
十
歳
の
若
者
と
ご
一
緒
に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

共
和
国
リ
ッ
デ
ル
市
か
ら
、
ご
遺
骨
十
三
柱
が

帰
還
す
る
お
手
伝
い
を
で
き
ま
し
た
。
ど
な
た

か
の
心
の
中
の
戦
争
が
静
か
に
終
わ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
父
の
こ
と
と
遺
骨
収
集

●銀行振込でのご送金
　三菱ＵＦＪ銀行　市ヶ谷支店
　普通預金口座　1055487
※�振込口座が（財団だより第82号）
より変更になっております。

●現金でのご送金
　〒102-0073
　東京都千代田区九段北１-８-２
　　　　　九段第二勧業ビル２階
　　一般財団法人全国強制抑留者協会

寄付の方法

寄付金募集に関してのお礼とご報告  … 令和６年11月３0日

　日頃より一般財団法人全国強制抑留者協会の活動に対しまして多大なご理解・ご支援を賜り
厚く御礼申し上げます。
　この度の寄付金につきましては、本協会の貴重な財源として、慰籍事業ならびに慰霊事業に
役立たせていただきます。
　引き続きご支援、ご協力をお願い申し上げます。

令和６年度（４月１日～1１月３０日）
お振込み…	 ９件	 １４１，０００円	 現金書留・現金…７件 ３８，０００円
合計件数…	１６件	 １７９，０００円


